
日　時 ： 令和2年12月12日（土） 13:00～17:00
　　　　Webexによるオンライン開催
　　　　　　

本シンポジウムは「大学院特別講義」に認定されています。医学系研究科大学院生は、学務課から事前に配布さ
れるレポート用紙に講義概要等を記述し、提出してください。4点満点で採点されます。

難病のプロテオ医学研究2020

愛媛大学プロテオサイエンスセンター愛媛大学プロテオサイエンスセンター

お問合せ　愛媛大学プロテオサイエンスセンター 　TEL：089-927-9686  
　

第8回学術シンポジウム　　　　　　　　　　第8回学術シンポジウム

　　

細胞死・炎症シグナル伝達機構の破綻による疾患と創薬２

参加者は学内限定で参加申し込みが必要です。令和2年12月7日（月）12:00までにお申し込みください。
QRコードよりお申し込みいただけます。
お申し込みの方には後日招待メールをお送りします。
 

プログラム
13:00-13:05

13:05-13:45

13:50-14:40

15:00-15:50
14:40-15:00

15:55-16:45

16:50-17:00

挨拶　　愛媛大学　理事・副学長（学術・環境担当）　宇野　英満

｢自己炎症疾患のプロテオ創薬」
　愛媛大学プロテオサイエンスセンター　教授　増本 純也
　特別講演Ⅰ

「中條－西村症候群の過去・現在・未来」
　兵庫医科大学医学部 皮膚科学　主任教授　金澤 伸雄

特別講演Ⅱ

「補体制御機構の破綻による疾患」
　和歌山県立医科大学医学部 分子遺伝学講座　教授　井上 徳光
　

～  休憩  ～　

特別講演Ⅲ

閉会の挨拶　愛媛大学プロテオサイエンスセンター長　坪井 敬文

「遺伝子改変マウスを用いた
　　　　　　　自己炎症性疾患病態解明へのアプローチ」
　 岡山理科大学獣医学部 免疫学講座　教授　邊見 弘明


